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国際交流活動案３
なるほどザワールド

（１）ねらい
・日本の文化や習慣を伝えたり，外国の文化や習慣を聞いたりすることができる。
・ゲストティーチャーや との交流を図ることができる。ALT

（２）講師の先生 アメリカ人、中国人、韓国人。
（３）展開
展開 活 動

児 童 ＡＬＴ・ＧＵＥＳＴ 備考H R T
導入 １ ３人のＧＴ，ＡＬ それぞれの国の言葉で ○いすに座る。 カード

Ｔに挨拶をする。 挨拶ができるように支援 移動黒板
１０分 する。（ ）

２ 歓迎の言葉を簡単 みんなで一緒に言うよ
な言葉で言う。 うに声をかける。

３ ３人の挨拶を聞く ・ の紹介をす ○簡単な挨拶を日本語で。 GT ALT
る。 言う。

４ ３人から日本の印 ３人の方にお話をして ○日本にきて，びっくり
象について話してもら もらうように声をかけ したことや不思議に思っ
う。 る。 たことなどを話す。
５ みんなでできる日 遊びの説明を代表の児

展開 本の遊びを紹介し，一 童に言ってもらうように
緒に遊ぶ。 する。

３０分 『だるまさんがころん（ ）
だ』 ３チームに分かれてで ○３つのチームに分かれ

きるようにする。 てそれぞれの場所につ
１，２班 キムさん く。
３，４班 張さん

ジェイムス先生５，６班
生活班に分かれ，先に児
童たちが席に着くように
声をかける。

６ アメリカチーム， チームごとに ・ ○座布団に移動する。GT
韓国チーム，中国チー を囲んで輪になり ○質問に答える。ALT
ムに分かれて，質問す 座るように声をかける。
る。
・それぞれの国の学校
生活，家庭，家族，遊
， 。び 食べ物のことなど

７ 発表会をする。
・それぞれの国１～２
人ずつ発表する。

まとめ ８ 感想発表をする。 何人かの児童に発表し ○児童の感想を聞く。
（５分） てもらう。

９ プレゼントを贈る 折り鶴を渡すように伝。
える。

・ からも ○感想を言う。10 GT ALT
一言言ってもらう。

お礼とお別れの挨 次時には，まとめをし11
拶をする。 てお礼の手紙を書くこと

を話す。
評価の観点
・日本の文化や習慣を伝えたり，外国の文化や習慣を聞いたりすることができたか。
・ゲストティーチャーやＡＬＴとの交流会を図ることができる。


